
令和 4年度 本部事務部門 事業報告（案） 

 

1. 理事会、評議員会、監事監査開催状況 

  

  【理事会】令和 4年度における理事会を以下の通り開催。 

 開催 主な審議事項 

第 1回 令和 4年 6月 7日（火） 

・令和 3 年度事業報告及び令和 3 年度計算書類等の

承認について 

・役員報酬規程変更について 

・役員賠償責任保険の更新内容について 

・入札実施について 

・運営規程変更について 

・管理者変更について 

・借入先銀行の変更について 

・「仁の炎あかあかと」創刊について 

・定時評議員会の招集について 

 

報告事項 

・理事長の職務執行状況 

・公益通報者保護体制について 

・IT資産管理システムの導入完了について 

・監査結果について 

第 2回 
令和 4年 9月 7日（水） 

決議省略 

・備品購入等積立金取り崩しについて 

・就業規則（給与規程）変更について 

・花岡エリア事務所兼職員寮の設置について 

・管理者変更について 

 

報告事項 

・入札実施について 

第 3回 
令和4年10月24日（月） 

決議省略 

・新型コロナウイルス感染症及び台風 14号の対応に

対する手当の支給について 

 

第 4回 
令和4年11月29日（火） 

決議省略 

・グループホームふれあい外壁他改修工事の指名業

者選定について 

・グループホームふれあい外壁他改修工事に係る入

札等について 

第 5回 令和4年12月12日（月） 

・令和 4年度第一次補正予算について 

・食事提供業務委託契約業者選定について 

・定款変更について 

・評議員会の招集について 

 

報告事項 



・外国人技能実習生受入について 

・理事長職務執行状況について 

・入札関係（導入・工事）完了について 

・入札結果について 

・指導監査結果について 

第 6回 令和 5年 3月 14日（火） 

・令和 4年度第二次補正予算について 

・令和 5年度事業計画について 

・令和 5年度当初予算について 

・新規事業（保育所等訪問支援）について 

・サテライト事業所移転について 

・利用定員変更（舷揮くん家）について 

・運営規程、管理規程変更について 

・就業規則変更（定年延長）について 

・第三者委員の選任について 

・総合施設長任期更新について 

・嘱託医師の契約内容変更について 

・土地購入について 

・評議員会の招集について 

 

報告事項 

・介護技能実習生受入の進捗状況について 

・理事長職務執行状況について 

・入札関係工事完了報告について 

・指導監査結果について 

 

 

【評議員会】令和 4年度における評議員会を以下の通り開催。 

 開催日 主な審議事項 

定時 令和 4年 6月 23日（木） 

・令和 3年度計算書類及び財産目録の承認について 

・役員報酬規程変更について 

 

報告事項 

・令和 3年度事業報告について 

・役員賠償責任保険の更新について 

第 1回

臨時 

 

令和4年12月21日（水） 

 

・令和 4年度第一次補正予算について 

・定款変更について 

 

報告事項 

・食事提供業務委託契約業者選定について 

第 2回 

臨時 
令和 5年 3月 23日（木） 

・令和 4年度第二次補正予算について 

・令和 5年度事業計画について 

・令和 5年度当初予算について 



報告事項 

・新規事業（保育所等訪問支援）について 

・運営規程、管理規程変更について 

・第三者委員の選任について 

・総合施設長任期満了（退任）について 

・土地購入について 

  

 

【監事監査】 令和 4年度における監事監査を以下のとおり実施し、指摘事項を改善。 

開催日 指摘事項 

 

令和4年5月19日（木） 

1. 改築・補修については、資金繰りの面も考慮し、長期的な計

画を立てて実施すること。 

2.  

改善：改築・補修については、建物等の耐用年数、返済状況を

勘案した計画は立てており、その上で改修費の資金繰りを検討

中。 

 













議の開催・参加、集中減算の適応とならないように管理を行っていた。 

ICTの活用や事務職配置により担当者件数を増やすことが可能になったが、新規受け入れや入院・入所が

重なり、担当者件数増加に繋がらなかった。 

   

２．総合評価 

利用者処遇・ケアの質の向上に向けて、利用者・家族の良き相談相手になり、必要な情報提供や迅速な対応

を行い、住み慣れた自宅で生活が続けられるように支援を行った。主任ケアマネを中心にマネジメント業務の

助言等行い、ケアマネ間で協力しながら一緒に成長していけるように努めた。 

⚫ BCPについて理解するため研修や訓練を実施し、ケアマネジャーの役割を考えることができた。感染症

蔓延時や災害時の業務継続のためにケアマネジメント業務を定期的に在宅ワークで行った。 

⚫ 計画的に 5日間有給休暇取得はでき、不在時は勤務している職員で対応し、個人の負担とならないよう  

に意識と協力体制の元、業務が滞りなく実施できた。 

⚫ 就業時間内で業務を終えるようにし、休日出勤やサービス残業がないように、効率よい業務を心がけて行

った。利用者・家族、関係機関の都合や突発的なケアプラン作成で時間外の業務になることがあり、その

際は残業申請をした。 

⚫ 適正な労務管理となるように、個人の業務内容が適正か、過度なストレスになっていないか、メンタル面

の把握を行い適正な業務配分を考え、業務が行えるように配慮を行った。 

⚫ 新型コロナウイルス等感染対策について、職員の体調管理や感染対策を行い、利用者・家族にも声かけを

行った。感染リスク防止のため、在宅ワークを一人平均月に 2～4回実施した。 

⚫ 業務効率化のため、関係機関への代行用務が可能な場合は、事業所内で声をかけあい協力して代行用務を

行った。 

 

３．次年度への課題 

⚫ 令和 5年度はパート職員が産休に入り職員減の体制でマネジメント業務を行うことになるが、新規相談の

間口を広げて新規利用者の支援ができるよう努めていく。特に要支援や軽度要介護者の受け入れを中心に

行い、重度になっても同法人で支援を行えるようにニーズにマッチした事業所紹介を迅速に行う。 

法人内各事業所のサービス提供状況を利用者のマネジメントを通して把握し、各事業所の質の向上に活か

せるような提案を行っていく。 

⚫ 居宅介護支援の加算取得に取り組み、居宅支援での予算管理も実施していく。 

⚫ 特定事業所の加算要件である、他法人との事例検討会や研修会を実施し、加算事業所の継続とスキルアッ

プに努める。 

⚫ 業務の効率化や感染リスク防止のため、在宅ワークやオンライン研修参加等の機会を増やす。 

⚫ ケアプランの適正化に向け、主任ケアマネを中心に、適正なケアマネジメント作成やサービス利用、書類

の整備等を行い、ケアマネ間で統一して取り組む。 

 



令和 4 年度  介護保険相談センターかのや事業報告（案） 

 

1. 中期（令和 3 年度～5 年度）重要事項の達成状況 

①  サービスの質の向上においては、利用者・家族の要望、生活全般における現状

を踏まえて丁寧にアセスメントを行い、ニーズに沿った居宅介護支援の提供を関

係医療機関、サービス事業所と連携し満足できるサービスを提供、モニタリング

においては、利用者家族の満足度の確認、並びに相談対応を丁寧かつ迅速に実施

する事ができている事で、御家族・医療機関・包括支援センターからの新規獲得

に繋げる事ができた。 

② 人材獲得 

ひだまりから、居宅ケアマネジメントや事業運営についての研修目的で、一人

出向者があり配置職員が 1 名増となり、予算件数の増加につながった。 

③ 稼働率の向上 

上記の通り配置ケアマネが一名増えた事と、利用希望者の受入れ範囲拡大で目

標を上回る稼働率の向上を実現できた。 

     

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

目標 157 件 160 件 160 件 158 件 160 件 158 件 

実績 155 件 157 件 163 件 167 件 161 件 170 件 

月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

目標 158 件 160 件 157 件 157 件 158 件 158 件 

実績 171 件 173 件 167 件 172 件 166 件 170 件 

 

④ 生産性の向上（ＩＣＴ、ＩＯＴの活用による業務の効率化） 

携帯用パソコンを活用し在宅ワークで記録やプラン作成をする事で、集中して

効率的な業務が遂行でき、又コロナ感染防止での在宅待機も在宅ワークでトラブ

ルなく業務を行えた。時間効率においては、手軽に使えるラインワークスを利用

して、関係機関との連絡調整や、待機時間に車内で訪問記録の仮記録入を行い、

帰宅後、寿サービスに貼り付けする事で記録の短縮を図っている。又、データで

情報等のやり取りをする事で紙コスト削減となっている。 

担当者会議のズーム開催では、感染対策だけではなく、関係事業所の負担軽減

にも役立ち、遠方の御家族も参加ができる利点もあり有効活用した。又、御家族

との連絡調整等もメールを活用する事も増えてきている。 

⑤ 介護報酬改定対応 

令和６年度の介護報酬改定は、医療とのダブル改定となり、国は医療介護総合確保

を方針としてる。居宅介護支援事業ではケアマネジメントの質の向上に向けて、適切



なケアマネジメント手法の活用推進と、業務の効率化としてケアプラン関連の書類等

を書面からデジタル移行が行われると考えられるが、法人の早期デジタル化対応によ

り、比較的スムーズに対応できると考えられる。 

2. 総合評価 

事業収支に関しては、研修目的でＣＭを受け入れた事で稼働目標件数を上回る事が

でき、併せて医療センターや、在宅医から末期がん患者を受け入れたことで、来期の

医療介護連携加算も継続算定する事ができることとなった。コロナ感染により療養や

自宅待機で職員が就労できない状況もあったが、職員間の連携でお互いをフォローし

稼働を落とす事なく事業運営できた。 

3. 次年度への課題 

 令和６年度は、５名の職員体制で月平均 148 件を稼働目標にして、事業所の収入と

法人関係事業所の収益に貢献したい。その為には減少傾向にある新規相談件数を増や

せる様に、鹿屋市地域包括支援センター、池田病院、医療センター、各訪問診療機関

への営業継続、各機関の利用者支援対応等も丁寧に行っていきたい。 

 下半期からは介護報酬改定に関する情報収集を行い、改定後に不備を生じない様、

関係事業所と連携し準備対応を行っていきたい。 

 職場環境に関しては、職員同士で互いの言葉を傾聴し、連携を深め、笑顔で働ける

職場にしていきたい。 



 令和 4年度 デイサービスセンター鹿屋長寿園 事業報告（案） 

 

1． 中期（令和 3年度～令和 5年度）重点項目 

①サービスの質の向上 

・利用者満足度調査は予定通り実施出来た。集計した結果や利用者の声は事業所ミーティ

ングで活動内容の見直しに役立て、訓練などの満足度の数値はパンフレット等へ記載

し新規相談者への情報提供していく。全ての調査結果はデイサービス便りにて公表し

た。 

・中重度者受け入れは 3割以上維持できている。新規相談対応できるスタッフが増え、前

年度年間相談件数 76件から今年度 12件増の相談対応が出来た。 

・介護事故の予防・発生の分析と対策については、立案された対策がより効果的且つ業務

の負担やマンパワーに頼らない信頼できる対策なのかを検討し事故発生数が前年度 19

件から今年度 13件へ減少した。 

・デイサービス 3 つのプロジェクトは発足より 2 年経過し、各プロジェクトリーダーを

中心に目標設定と実施・評価のサイクルが定着している。内容にも満足して頂けており、

自宅・病院・家族・ケアマネからも利用者本人の声が返ってきている。 

②人材獲得 

   今年度 2 名の退職に対し 2名の入職があった。2名の中途採用者は OJTの中で一定

レベルの業務を遂行出来ている。在宅勉強会又は外部研修へは自己の学びと運営強化

のため全スタッフが参加出来ている。求人に対し事業所の内容や雰囲気が伝わりやす

い写真や動画を、定期的に SNSを通じて発信する事ができ外部居宅からその内容につ

いて問い合わせが来るようになった。 

 ③稼働率の向上 

   週報と月間予定表の管理を行い利用追加又は振替の対応を迅速に行い月平均 84％の

稼働率を維持できた。曜日別の稼働率も意識し新規相談では稼働率の悪い曜日から積

極的に登録するように心がけ長期における登録の空きが出なかった。 

 ④生産性向上 

   iPad を活用し手書きの記録を減らすように努めている。また、座席表や体重・BMI

管理も iPad 内で管理・閲覧し ZOOM 研修・勉強会等にも活用出来ている。スタッフ

回覧については個人情報を含まない業務連絡等は PDFにて回覧を行っており、従来と

比べ、読み終えた最終確認までの作業手間が大幅に省け印刷用紙にすると約 3 分の 1

の使用量に減った。 

 ⑤介護報酬改定対応 

   適宜 LIFE への報告を行い次年度も加算算定に必要な要件を満たすことが出来た。

報酬改定については 6 年度に向けて情報の収集を研修会や全国老人福祉施設協議会報

酬改定情報から定期的に行った。 

 



2. 総合評価 

  ①共通取り組み事項 

  ・感染症について今年度 8 月から約 3 ヶ月間に渡り利用者・職員ともに発生し、スタ

ッフ数と利用者数のバランスを見ながら受け入れを継続し訪問に切り替えるなど健

康上最低限のサービス提供を実施し休止することを防げた。また、件数は少ないが在

宅ワークの実績も残せた。 

  ・安全管理委員会を毎月開催し事故報告及び注意喚起を行い、今年度行政報告 0件、車

両事故前年度 8件に対し、今年度 3件に減少。 

  ・計画有休については全スタッフ取得済。前年度年間有休総日数 376 日に対し、今年

度 442.5 日、月平均 36.9日と感染症の兼ね合いもあるが必要な有休は取得出来てい

る。 

  ・地域との交流は行えなかったが、感染症の推移を鑑みながら少人数の利用者家族参加

型運動会を開催することが出来た。長く家族会も文章で行っており施設に来ていた

だくことが出来ていなかったが、特に利用開始から日が浅いご家族には施設内での

様子を見て頂ける機会となった。 

  

3. 次年度に向けて 

  ・次年度も安定した経営が行えるよう、引き続き利用者獲得に向け登録管理を行って

いく。通所介護のみならず、定期巡回事業拡大に向けて利用状況・生活状況等を適

宜評価し担当ケアマネジャーへ情報発信していく。 

 ・人材の獲得では外国人技能実習生の受け入れを行い、自部署での人員として丁寧に

教育するとともに夜勤や訪問事業所への異動が可能な人材を育てる。また、働く自

らの声を発信しやりがいのある職場のアピールと広報を強化していく。 

・LIFEフードバックについて、情報としての活用に加え課題などの把握、見直しの

ための分析にも活用し、エビデンスに基づいた質の高い介護が実施出来るよう適宜

考察を行う。 

  ・生産性向上については、次年度電子契約へスムーズに移行していけるよう管理者は

じめ計画作成担当者と充分なシミュレーションを行っていく。 

  ・身体拘束廃止委員会と協働し管理者による事業所内ラウンドを毎月実施する。 

   

 



令和 4 年度 共生型サービスるりちゃん家 事業報告（案） 

 

1. 中期（令和 3 年度～5 年度）重点項目の達成状況 

 年間目標 

①サービスの質の向上について「恵仁会 10 の心得」をミーティング内で職員に周知。事業所内

にも掲示して、遵守に努めた。担当者会議（高齢者・児童）では日頃の状況をお伝えし、そ

の中で本人・家族の意向を聞きながら、サービス内容の検討を行うことが出来た。お便りに

ついて、児童は毎月のお便りで療育の様子を伝えていくことが出来た。情報の公表も行い満

足度調査も出来た。高齢者に関しては、お便りを作成出来ておらず、担当者会議などで状況

をお伝えする程度に留まった。 

②人材獲得については、スタッフ一人一人が身近な方に声掛けするなど、獲得に向けて取り組

んだが、そこからつながる事はなかった。 

人事考課面談では、働く上の不安や家族の状況について聞き取りを行い、働きやすい環境作

りを皆で考える事ができた。退職者はなかった。 

③稼働率の向上では、空き状況に応じて居宅事業所への報告や連携をとり利用者獲得へ取り組 

むことが出来た。児童に関しては相談事業所や他事業所へ訪問し、事業所を知っていただく 

ところから始めた。外部からの相談も数件いただくことが出来た。利用者の利用希望を適正 

にアセスメントし、関係事業所と情報共有することで新規獲得にもつながった。 

感染症対策では、全スタッフが常に対策意識を持ち、業務に努めた。罹患する利用者、職員 

もあったが、感染が広がる事なく収束出来た。 

予算延べ人数に対して未達成の月が多かった。日頃からの利用者の体調や気付きで管理を引

き続き行い、登録数の確保、児童登録数の確保を、工夫をしながら家族・ケアマネへの発信

を行っていく。 

 

 ④生産性の向上に関しては ZOOM の活用で勉強会や担当者会議を行えたことで、業務効率を図 

る事が出来た。 

  

 ⑤高齢者との共同制作作品は、作成できなったが、児童から折り紙のプレゼント、高齢者から

療育で使用できる手作りお手玉のプレゼント等、贈りあうことが出来た。 

  感染対策を行いながら出来る範囲で一緒にゲームを楽しんだり、洗濯物を干したり、その様

子を児童、高齢者ともにご家族へ報告することが出来た。児童が声掛けを行い、それを楽し

みに通所される高齢者の方も増えた。次年度もこのような環境作りを行っていけるように努

める。 

 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

高齢者予算

平均 
16.3 16.3 16.3 16.3 15.7 16.6 16.7 16.2 15.7 15.8 15.6 15 

実績 15.7 15.8 16.6 16.9 11.9 15 16.4 15.1 14.9 14.3 15.6 15.2 

差 -0.6 -0.5 0.3 0.6 -3.8 -1.6 -0.3 -1.1 -0.8 -1.5 0 0.2 

児童予算

平均 
5 6 7 7 7 8 8 7 7 6 6 6 

実績 3.8 3.8 4.7 4.9 5.3 6.6 6 5.4 5.4 5.3 5.4 6.1 

差 -1.2 -2.2 -2.3 -2.1 -1.7 -1.4 -2 -1.6 -1.6 -0.7 -0.6 0.1 



2. 総合評価 

地域との連携 

・コロナ禍にあり、以前から行っていた立哨活動等や、地域行事の参加も難しい状況があった。 

 笠之原エリアで、児童発達支援事業所あかりが主となり、青空カフェを行うことが出来て、

たくさんの方の出席を頂けた。年末には認知症カフェなども再開されスタッフ参加も出来た。 

 

感染・防災対策 

・感染症についての勉強会（吐物等の適切な処理方法、感染性胃腸炎、食中毒予防、コロナ、

ノロウイルス、インフルエンザ等）を実施し、看護師を中心に感染症予防対策や蔓延防止に

関する知識の習得に努めた。 

・感染対策に関しては法人で決定した対策を遵守し、本部からラウンドに来る看護師に事業所

の環境を見てもらいながら進めた。 

・事業所内でコロナが発生した時は、BCPに沿って業務継続を行うことが出来た。 

・防災対策に関して BCP の作成、災害時想定訓練、笠之原エリア事業所と連携を図り、年 2 回

以上予定にて消火及び避難訓練を計画。消防立入検査では不備なし。設備点検も異常なかっ

た。 

 

行事計画 

・コロナ感染防止対策を行いつつ、計画通りの予定で利用者の喜ばれる行事やプレゼント、誕

生日会などを実施し、楽しみであるおせち料理やクリスマスケーキ、蕎麦等も提供する事が

できた。児童も季節の行事を楽しむ姿が見られた。 

 

3. 次年度への課題  

・毎月のお便りを継続、高齢者も便りを再開できるように努めていく。また、SNS の活用を 

 し、人材獲得も含め共生型サービスの魅力を伝え、事業所の理解度を深めてもらうように 

する。 

・満足度調査で挙がった改善点を全職員が周知し、業務を遂行していく。 

・外部への営業を活性化し、児童、高齢者ともに新規開拓していく。 

・職員のスキルアップを図り、内外部研修の機会を多く持つ。 

・資料の電子化で業務効率を上げ、利用者の満足度を上げていけるよう取り組む。 

 



令和 4年度 ミニデイサービス舷揮くん家事業報告（案） 

 

1．中期（令和 3年度～令和 5年度）重要項目の達成状況 

 ① サービスの質の向上 

   ・LIFEフィードバックについて、現状では全国平均と比較して事業所状況を客観視 

できるに留まっているが、今後さらなる活用につなげていく。 

・事業所職員全員が研修（ZOOM）へ参加ができ毎月の職員会議で報告し、都度、勉

強会を実施。新たな築きが出来、改善を行なってサービスへの反映が出来た。 

 ② 人材獲得 

   ・小さい子供を持つ職員がほとんどで毎回、子供に合わせて休みが取れないのが現状。

今後も人材獲得を行っていく為にも、改善できるよう努めていく。 

 ③ 稼働率の向上（営業力強化） 

   ・外部の居宅支援事業所も少しずつ増えてきている。営業では他の事業所の管理者と

情報共有行い、広報活動を行うことで今まで足を延ばしていなかったところや、自

分の知らなかった事業所へ行く事が出来た。 

   ・利用者や家族のニーズに合わせた対応（時間延長や時間短縮等）に関しては、今回

短時間利用の方を初めて受けた。今後も様々なニーズへの対応として、業務に支障

がない範囲ではあるが、短時間利用の受け入れを行っていく。 

 ④ 生産性向上（ICT,IOTの活用による業務効率化） 

   ・タブレットを活用し、個別・集団活動の幅が広がった。 

    また、タブレットを使用することで職員の負担軽減にもなった。 

 ⑤ 定員増への取り組み 

・令和 5 年度より利用定員を 15 名から 18 名に増やす。その課題として、職員獲得が

挙げられるので次年度は重点的に取り組む必要がある。また、利用人数が増える為、

職員 1 人 1 人が利用者の健康管理行っていけるようスキルアップにも引き続き取り

組んでいく。 

 

2．総合評価 

感染症対策ラウンドにて指摘されたことを事業所職員で共有し改善が行えた。また

機上訓練の実施や BCPの見直し等も定期的に行うことで職員へ周知が行えた。 

今後も定期的に BCPの見直しを行っていく。 

哲ちゃん家の移転後、消防署立ち合いのもと防災訓練実施。 

   年間行事に関しては、活動と組み合わせて実施。働き方改革としては、積極的な有給

取得に努める事が出来た。 

 

 



3. 次年度への課題 

   令和 5 年度より利用定員増を有効活用する為に、今年度からは短時間利用の受け入

れも実施している。しかし、令和 4 年度末に退職があり 1 名減となることから人員

獲得が喫緊の課題である。 

安定した運営を行っていく為にも、職員 1 人 1 人が体調管理をしっかり行えるよ

うにすることと職員の確保を行い、登録を増やしていけるようにしていく。また、職

員の負担がなくなるよう、仕事の効率化を図る為にもまだ活用できていない ICT・

IOTの活用をしっかりと行っていく必要がある。 



令和４年度 ホームヘルパーステーション鹿屋長寿園事業報告（案） 

 

１．中期（令和３年度～５年度）重点項目 

（１）利用者処遇・サービスの質の向上 

・定期的に職員間でミーティングを開催し、課題等を共有する環境に努めた。 

（２）人材獲得・人材育成 

・  令和４年度は常勤３名、登録ヘルパー４名が退職となった。登録ヘルパー平均年

齢 66歳と令和 5年度も引き続き職員の高齢化が課題となる。 

有給休暇等職員の希望に沿うかたちで取得出来ており、働きやすい職場環境が確

保されている。今後も人材不足が懸念される中、職員個々の能力に合った業務量、

過度なストレス等の有無を把握した労務管理を行っていく。 

人材育成については、令和 4 年度もコロナウイルスの影響で事業所内研修・外部

研修ともにオンライン研修が主流となったが、偏りがないよう参加することができ

た。 

（３）サービス利用者率の維持 

 ・定期巡回の利用者の件数は、今年度 80件を下回る事もあったが、徐々に件数が増え

た。広報に関しては月に１回は行え、外部向けへは居宅介護支援事業所・病院等に

対し研修会を実施することができた。 

（４）生産性の向上 

  ・計画書関係書類の BOX（共有フォルダ）を活用した書類整備の実施や、各担当の責任

者用のメールアドレス及びラインワークスを設定し、関係機関との事務作業におい

ても効率化が図れている。また、訪問先経路の見直しや活動内容の確認・改善、活

動の合間の時間の有効活用を周知しながら、次年度に向けた業務の洗い出しを実施

した。 

 （５）業務委託事業所との連携強化 

  ・今年度、１か所の訪問看護事業所と１か所の訪問介護事業所と契約を結ぶことが出

来た。 

 

２．総合評価 

  ・基本的な対策は行えたがコロナウイルス第７・８波の際は、職員・利用者共に感染

者が増えたが、感染対策を行いながら活動に当たり、特に事業を縮小することなく

事業運営が行えた。 

  ・業務継続ガイドラインを参考に整理し、BCP作成並び計画に基づき、継続した業務遂

行に努めた。 

・虐待防止等への対応強化について定期的なミーティングだけではなく、常日頃から

職員間で利用者のケア方法を共有し、不適切なケアや虐待に繋がらないように努め

た。 

  ・有給休暇に関して、時間有給等も含め、計画通りに取得出来た。労務管理に関して   

    は、タイムスケジュールに沿った業務遂行の指示を管理者が行っているが、毎月の 



   時間外労働が発生しているのが現状である。その要因をマンパワーのみに限定せず、

個々の能力に合わせた業務量であるか、過度なストレス等の有無を把握し、適正な

人員配置と業務配分での効率化を図り、高い生産性を目指し、離職を防ぐよう努め

た。 

  ・今年度は、訪問介護・総合支援・居宅介護が予算未達成の月があり、特に定期巡回

事業件数が増えない状況もあった為、訪問介護の生活援助の見直し（身体介護又は

複合型へのサービス変更等）を行い、件数減による収入減を回避する体制に努めた。 

また、利用者の状態変化に応じた区分変更等の対応も行い、次年度目標として、

定期巡回在宅利用者の外部居宅率 50％を掲げエリア拡大に向けた対応を考えていき

たい。 

 

３．次年度への課題 

（１）認知症及び中重度者ケアやターミナルケアへの体制強化 

（２）サービス利用率の維持 

（３）人材確保 

（４）定期巡回活動の業務委託事業所との連携強化 

（５）定期巡回のエリア拡大への対応 

（６）委員会の開催、指針の整備、研修及び訓練（シミュレーション）を実施していく。 

（７）外部研修への参加を計画的に行い、事業所内のスキルアップに繋げていく。 

 

 

 



令和 4年度  ケアコールセンター鹿屋長寿園 事業報告（案） 

 

１．中期（令和 3年度～5年度）重点目標の達成状況 

①サービスの質の向上について 

・充実した手順書の整備については特に力を入れた点で、内容の充実を図り、手順の変更

があった際にはその都度更新をして、スタッフ全員が同様のケアを行えるよう、計画作

成責任者が中心となって実施した。また、計画作成責任者会議を毎月実施し、その都度

手順書の整備についての話し合いを行った。 

・ヘルパーステーション鹿屋長寿園と連携を行い、随時意見交換を行った。 

②人材獲得について 

・Instagramを活用し、定期巡回サービスの紹介等の広報活動を定期的に実施した。 

・職員紹介制度を利用し、2名の入職があった。 

（他事業所から異動 3名、退職無し、他事業所へ異動 3名） 

③営業力の強化 

・内外部居宅や病院の退院支援に関わる部門、調剤薬局へ定期的に広報活動を行った。ま

た、ケアマネジャーや病院、地域住民に対して、定期巡回サービスの説明会を実施した。 

・営業が行えるスタッフの育成を目的として、毎月計画作成責任者会議を実施し、その中で

定期巡回サービス、介護保険制度についての勉強会を行い、理解を深めるよう努めた。 

④ICT、IOCの活用による業務効率化 

・「スマケア」導入して 2年が経過し、運用が軌道に乗り導入効果として記録時間の短

縮、それに応じた時間外勤務の削減、毎日の活動表作成時間の短縮が図れた。また、ス

マケアを活用することで、相談センターや居宅長寿園と訪問時間やサービス内容等の情

報の共有が図れている。 

・MCS（メディカルケアステーション）を活用し、在宅医や訪問看護等の多職種他事業所

との情報の共有が図れた。 

⑤推進目標：事業所の再建 

・法人内の他事業所からの異動や入職により、人員体制が整ったことで、活動の幅が広が

り、新規相談の受け入れを随時行った。 

 

２．総合評価 

・業務継続に向けた BCPマニュアル（感染症、災害対策）の整備や見直しを行った。ま

た、感染症や災害対策についての BCP机上訓練も行い、全職員で内容の把握に努め

た。 

・身体拘束廃止についての協議や勉強会を、毎月行っているケア会議の中で実施した。事

故発生時については、対応スタッフと当日出勤者全員で事故発生時の状況確認や再発防

止に向けた対策について話し合いを行った。 

・働き方改革について、事業所内全スタッフが、年間 5日以上の有給を取得することがで



きた。また、労務管理については、適宜各スタッフとの面談を行い、意見の聞き取りを

行いながら、働きやすい職場環境作りに努めた。 

・地域との連携及び貢献活動について、ケアマネジャーや病院、地域住民に対して、定期

巡回サービスの説明会を実施した。 

・事業所の行事計画や職員研修計画については、スケジュール通り実施することができた。 

 

３．次年度への課題 

〇人材獲得 

〇営業力の強化 

・新規ご利用者の受け入れをスムーズに行う為に、職員紹介制度の活用や定期巡回サ

ービスの広報活動を定期的に行い、人材の獲得に努める。 

・居宅介護支援事業所や病院、薬局へのアプローチを継続的に実施する。 

・ご利用されているご利用者様へ充実したケアを行うことにより、担当ケアマネジャ

ーへ定期巡回サービスの良さを周知する。 

 

  



令和 4 年度 小規模多機能ホーム哲ちゃん家事業報告（案） 

 

1. 中期（令和３年度～５年度） 重点項目達成状況 

① サービスの質の向上等 

ICT の活用により、ZOOM 研修や法人勉強会へ参加することができたが、日中、

業務の関係で、遅出勤務職員の参加が困難な状況であった。人材獲得・人材育成項

目については、介護職以外の業務切り分けとして、調理担当パート職員活用を行っ

ていたが、年齢の兼ね合いもあり年度後半から勤務が難しくなり、職員負担が増え

る状況となった。しかし、食品の工夫により、手作り等の負担軽減を図ることがで

き、結果として効率化となった。 

令和 4 年度より、介護職リーダーを配置し、現場の切り盛りや指導運営に活かすこ

とができた。 

② 人材獲得 

業務の切り分けとして、シニアサポーターの採用にて調理担当などを行っていたが、 

退職に伴い、移転後は職員が業務を担うこととなり、負担軽減が図れなかった。 

一方で資格取得に向け、業務調整や研修に参加しやすい勤務体制などを行い、介護

福祉士資格取得に事業所として協力することができた。さらに介護リーダー職も配

置し、運営しやすい雰囲気つくりを図ったが、リーダー職という位置づけが重荷と

なってしまっており、今後の課題である。 

③ 入居率.稼働率の向上（営業力強化） 

年度末に入り、入院や入所などの影響で利用者登録が安定しなかったが、新型コロ

ナウイルス感染症が地域で落ち着いてきたおかげで、相談が順調にあり登録数を確

保することができた。 

営業としては、電話や問い合わせなど、以前登録に至ったケースなどについて、事

例として現状や状況報告を行うことで、新規獲得に繋げることができた。 

④ 生産性向上（ICT.IOT の活用による業務効率化） 

個人ケース記録などまだ手書き処理であり、今後システムのバージョンアップを 

行っていく。また、眠りスキャンによる見守り機器により、転倒や転落等の介護事

故は防げてはいるが、機器に頼りすぎない介護支援も継続していく。今期、天井走

行リフトを導入し、重度介護者の移乗介助など、職員の腰痛予防や、安心した移乗

介助も行えるようになり、高齢化した職員への負担軽減を図ることができた。 

⑤ 移転先での BCP 見直しと地域に溶け込む施設運営 

移転後の台風や水害・停電と経験したが、BCP として計画していたことから、 

運営に活かすこことできた。発電機の購入による停電に備えた施設つくりも実施し、 

感染症発生時も、BCP をもとにしてサービスを止めることなく運営が図れた。職

員の高齢化や利用者像の変化に合わせた、BCP 見直しが今後の課題である。また



移転後の地域活動については、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、ほとんど

関わることができなかったが、後期に入り地域行事に参加できた。 

 

2. 総合評価 

リスクヘッジとして在宅支援課共有のＢＣＰ作成を行うことで、感染症や災害への対

応力強化等、サービス継続への対策や方法などへ活かすことができた。新型コロナウイ

ルス感染症も落ち着いてきた昨今、今後 BＣＰの見直しが必要となってきており、感染

対策委員会や感染症対策研修などの機会に見直しや更新を行っていく。 

介護報酬改定に向けた取り組みについては、当事業所の訪問介護内容を、短時間の複

数回訪問など、利用者ニーズへ合わせ、少人数から取り組むことができている。職員へ

の介護負担なども考慮し、時間帯の検討や二人介助など、現在できることから取り組ん

でおり、他サービス事業に負けない小規模多機能型居宅介護事業として、今後も取り組

んでいく。働き方改革としての有給休暇取得も達成し、有給を取りやすい環境となり、

また時間有給を活用することで、現場への負担軽減や、有給取得者へのストレス軽減も

つながっている。年２回の防災訓練を実施し、停電に備えて機器の購入もできた。 

   年間行事については、感染症対策として外部へ出向く機会が減り、未達成ではあるが、 

  令和４年１０月に、事業所移転後に地域の行事へ、参加することができた。 

 

③次年度への課題 

  令和 4 年度に予算達成できなかった要因としては、軽度利用者登録が増えたことが挙

げられる。また、登録人数等、日割りを含む登録人数であったことなど、安定した登録人

数の確保が課題である。 

新型コロナウイルス感染症も落ち着きを見せてきた時期になり、営業に出向き事業所

の取り組みを説明できる体制作りが必要となってきた。ZOOM やラインワークスなど、

職員へも研修や連絡体制として馴染んで来ていることから、外部の事業所や外部居宅へ

の営業用ツールとしても、活用していく必要が出てきている。統合リスク管理室へ相談し

ながら、事業所でどのように活用していく方法があるか検討しながら進めていきたい。 

  また、介護職員確保の中でも、夜勤ができる職員の確保が年々課題となってきており、 

高齢化が進む事業所職員体制の見直しも急ぐ必要がある。事業所形態のあり方や兼務職 

員や応援体制など、単独事業所運営が難しくなってくるという課題も見えてきている。事 

業所として、現任の職員を大切に、教育指導モチベーションアップや、昇格などでき 

 ることは小さな事でも取り組みを継続していく必要がある。 

  さらに、地域へ出向き活動するという、哲ちゃん家らしい取り組みを今後強化しながら 

移転地の上祓川での認知度を上げ、小規模多機能型居宅介護事業の良さや、使い勝手の良 

いサービスであることをアピールしていき、登録獲得や職員の確保などへつなげていき 

たい。 



 

令和 4年度 小規模多機能ホーム花海家長寿園 事業報告（案） 

 

1． 中期（令和 3年度～5年度）重点項目の達成状況 

①サービスの質の向上 

（1）循環型サービス提供体制の醸成 

花海家長寿園は令和 4 年 4 月に移転を行った。移転の影響で利用者間のサービ

ス調整を効率的に行うことができ、それぞれの利用者の移行が実現した。その後

にも、池田グループ各事業所との連携体制の醸成が実現できた。結果として恵仁

会及び池田グループにおける循環型サービス提供体制の構築は前進し、良好な連

携が図れた。 

  （2）職員のスキルアップのための仕組み作り 

     令和 4 年 3 月に新たに介護福祉士資格を取得した職員が 2 名あり、内 1 名の職

員が令和 4 年 4 月から、花海家長寿園介護職リーダーとして実務にあたり、職員

全員で介護技術や知識の研鑽にあたった。 

     看取り支援、介護保険制度、感染症対策等、各分野の研修会に参加して、権利

擁護においては、定期的に開催する花海家長寿園権利擁護委員会においても学び、

意見交換を実施した。 

②人材獲得 

現在所属する職員が、花海家長寿園のことを大切に、そして誇らしく思えるように

日々の取り組みの中で仕組み作りを行った。 

令和 4年 10月には、2名の技能実習生をミャンマーから受け入れて、技能実習指導

員を中心とした指導体制で教育に力を入れた。 

③稼働率の向上 

 ・登録数は概ね 29名で推移して、待機者確保も実行できた。 

④生産性向上（ICT、IOTの活用による業務効率化） 

令和 4年 4月の花海家長寿園の移転に伴い、「眠りスキャン」のセンサー機能や蓄積

されたデータ活用により生産性が向上した。1日あたりの宿泊利用者数においては、令

和 3年度の 6.6名から令和 4年度は 7.1名となっている。また、急な予定変更による追

加での宿泊利用にも対応できるようになって、利用者及び家族のさらなる信頼を得て

いる。 

   各事業所との連携等は ICT活用によって、さらなる業務の効率化が実現している。 

⑤令和 4年度推進目標 

「アクション花海家」と題して、職員全員が主体的に、課題解決や業務改善に取り組

む仕組み作りを実践した。 

本年度は、前期の「アクション花海家」を「花海家長寿園の事業所移設後のスムーズ

な運営と、さらなる業務改善」、後期の「アクション花海家」を「技能実習生の指導教

育体制の構築」として取り組んだ。 



 

前期においては、移転について利用者様やご家族の不安や負担の声はなく、信頼関

係はさらに強固となって、業務効率化が実現した。 

後期においては、恵仁会全体での教育期間を経て事業所において OJTを中心とした

指導教育を行い、技能実習生 2 名については責任感を持って日々の業務にあたること

ができるようになった。令和 5 年 1 月には、介護職員 2 名が介護職種の技能実習指導

員講習を修了して、指導教育体制の充実を図っている。 

 

2． 総合評価 

①BCP（感染症や災害への対応力強化） 

 ・令和 4年 6月に、感染症の発生を想定した事業所内の対応訓練を実施。 

   ・令和 4年 10月には「地域ネットワーク・コミュニティ研修会」の中で災害時 BCP

について学習するとともに近隣事業所の BCPの策定状況を確認し、11月には恵仁

会における机上訓練を実施して、BCP の今後のブラッシュアップについて検討す

る機会となった。 

   ・令和 5 年 1 月、花海家長寿園においては新型コロナウィルス感染症が複数の利用

者、職員において発生するが、BCP における感染対策の計画に基づき対応を行っ

た結果、事業を止めることなく継続することができた。 

  ②事故発生予防、発生時の適切な対応推進、虐待防止等の対応強化 

・事故発生予防においては、特に夜間のアクシデントや介護事故を減少させること

ができたが、「眠りスキャン」など ICT機器活用の効果と言える。 

・権利擁護においては、積極的にオンライン研修会などに参加するとともに、定期

的に花海家長寿園権利擁護委員会を開催して、全職員の権利擁護意識の向上を実

現している。 

③働き方改革 

   ・令和 4年 11月 1日に、介護労働者雇用管理責任者を選任する。 

   ・介護労働者雇用管理責任者（管理者）、介護職リーダーを中心として、雇用管理や

関連する法案等についての研修会に参加して、働き方改革を推進した。 

   ・職員 1名が、令和 4年 11月から産前休暇を取得した。 

 

3． 次年度への課題 

・併設するプライエボーリ優花里との連携、あるいは、恵仁会における在宅介護推

進の旗印とも言える定期巡回随時対応型訪問介護看護事業所との協働体制を強化

して、かつ、花海家長寿園の安定的な運営を実現するため、地域の協力のもと、

循環型サービス提供体制をさらに深化させていくこととしたい。 



令和４年度 グループホームふれあい事業報告（案） 

 

１． 中期（令和 3年度～5年度）重点項目の達成状況 

１）サービスの質の向上 

・在宅勉強会、各研修を通し学習する機会、伝達、共有する機会を設け職員皆で意見を

出しあい、自己を振り返り、常に意識をもってケアに当たることができた。感染症予

防対策のため外出の機会は少なかったが、事業所内で季節を感じていただけるよう工

夫した食事提供や行事を行った。長寿園看護部門、主治医、訪問看護ステーションと

の連携のもと、利用者も安心して医療を受けることができ、看取り時、家族にも満足

して頂けたことで職員のスキルアップに繋がった。 

２）人材獲得・人材育成 

・紹介制度を職員へ伝えているが、職員紹介の入職はなかった。また、ハローワークへ

の訪問も出来ていなかった。SNSは利用者、職員共に楽しめる事業所であることを発

信したが、更新回数が少なかった。zoom による研修や、法人内勉強会、ミーティン

グ時に学習する事で職員の資質向上となった。 

３）入居率、稼働率の向上 

 ・入院、入退所時の空床があり、年間稼働率目標 99％に対し、97.8％と未達成となった。

入所の意向は確認出来ていたが、在宅からの入居日合意に時間を要した。 

 ・入所申し込み状況も減少しており、事業所からの発信が重要と感じている。 

４）生産性向上（ICT、IOTの活用による業務効率化） 

 ・介護リフト浴、介護リフトスマイルを活用し、身体的負担を軽減できるようになった。 

  また、介護記録システムを活用、ペーパーレス化を進めている。職員により慣れるペ 

ースに個人差があるが、システムに慣れる事で今後も効率化が期待できる。 

５）地域のお助け隊となる 

 ・運営推進会議を利用し、地域でふれあい職員が手伝えることを検討しチラシ作成、高

齢者クラブ、サロンへ配布行えたことで問い合わせが 1 件あった。今後も継続行う。 

２．総合評価 

１）BCP（感染症や災害への対応力強化） 

  ・感染症対策、災害対策の BCP見直し、更新、委員会の開催、研修・訓練をそれぞれ

2回行ない、事業所として業務継続が行える体制作りを行った。新型コロナ感染症の

事業所内発生時には、法人内各部署の協力の元業務継続が行えた。 

２）事故発生防止、発生時の適切な対応推進、虐待防止等への対応強化 



  ・日常のヒヤリハットを職員間で共有行ったが自身で動くことが可能な利用者の転倒

事故があった。事故発生時には原因分析、改善対策検討を行った。 

  ・虐待防止のための指針を基本とし、職員ミーティング時に委員会の開催を行い、全

職員が年 2回以上の研修参加を行った。 

３）働き方改革 

 ・有給休暇の取得は計画を立て行うことができた。業務について職員間で意見を出し改

善・協力する事で定時退社を行い、職員の心身負担の軽減に努めた。 

４）地域との連携及び貢献活動 

 ・地域清掃活動への参加、地域の方を交えた火災避難訓練等感染症予防対策のため実施

できない事が多かった。運営推進会議においては集合形式での開催を前年度より多く

行え、書面開催時には事業所の運営報告を行い、毎回意見を頂き、運営推進会議を活

用した外部評価に協力頂くことが出来た。その中で今後の地域貢献への模索が出来た

ことが評価できる。 

５）行事計画 

  ・室内で四季を感じていただけるよう工夫を行った。研修においては zoomによる研修 

や、在宅勉強会、事業所内での学習の機会を通じ個々のスキル向上を行った。 

３．次年度への課題 

１）サービスの質向上に向け接遇、権利擁護学習の継続と徹底。認知症ケアの学習を行

う。主治医、訪問看護師との情報の共有を行っていく。コロナ禍においてもご家族

との絆を感じ、楽しみのある生活を提供する。 

２）人材獲得・育成の為、各職員に紹介制度を伝え続ける。職員自身が働きやすい職場

にする。ご家族へ SNSを更新している事をお知らせし、口コミで恵仁会の職場に関

心を持って頂きたい。専門職としての知識、技術、利用者への接遇等、認知症介護

職員としての資質向上を目的とした研修への参加。 

３）年間稼働率９９％を目標とする為、利用者の日常生活の健康管理、事故防止に努め

る。入所申し込み者、待機者の状況を定期的に確認。入所申し込み者に合った法人

内事業所の提案を行う。 

４）生産性向上（ICT、IOTの活用、業務の棚卸しによる業務効率化） 

  記録システムの活用に慣れてきたことで業務の効率化を今後も職員間で話し合う。

眠りスキャンの活用の継続。 

 ５）地域との連携及び貢献活動 

   サポートワーカーを中心に地域へ出向き、出来ることを見つけ行動する。 



令和４年度 グループホームあいら事業報告（案） 

 

１．令和４年度 年間計画 

①サービスの質の向上       

コロナ過により、オンライン研修が主体であったが、研修機会に参加することがで

きた。研修で学んだ事を現場で実践する職員が増えたことで、認知症を理解したケ

ア方法及び質の向上に繋がっている。 

② 人材獲得及び人材育成 

今年度は１名の入職と１名の異動があり、離職者なしで終えた。 

③ 利用者の確保 

・年間稼働率 98.7%を目標としていたが、入院者が多い状況（転倒による骨折５件

（内４件が入院））で、稼働率 97.9%という結果になった。 

・日々の入居者の体調管理に努め、異変を感じた際の早期発見と受診を心掛けていた

が、状態悪化を防げないケースや専門職との情報交換の重要性を改めて認識した。 

・退居者発生後の空床対策として、待機者情報の更新や関係機関との定期的な連絡体

制に努めた。また、「ホームページで事業所の雰囲気が良く、入居申し込みの決め

手になった。」との言葉聞かれ、改めて情報発信の大切さを感じた。 

④ 生産性向上 

・４月に記録システム（寿・ケア＋）、１２月に天井走行リフト使用を開始。記録シ

ステムでは、日々の入居者の状態や確認したい内容をデータ化する事で、主治医へ

の報告もスムーズに行えた。天井走行リフトに関しては、２人介助が必要な方への

移乗・移動介助が１人で行えるようになり、業務効率化と腰痛予防に繋がってい

る。 

・勤務時間内で行える事務的作業は、経験の無い職員とも一緒に行い、業務の落とし

込みや疑問点など意見交換できる職場環境を作り、事務・介護の職域を分けない事

業所内の活性化を図る様に努めた。 

・電気・ガス・水道・食品・その他消耗品の使用において、何かしらの無駄がないか 

 を定期的に見直し、経費削減に努めた。 

 

２．総合評価 

・介護業界において人材が不足している状況で、事業所内においても退職を希望する 

 職員がいたが、法人内の事業所への異動提案を行うことで離職者を出さない対応が 

とれた。 

・BCP(感染症や災害への対応力強化)：感染症・自然災害への対応は、シミュレーシ 

ョンと実践を基に、計画のブラッシュアップを行えた。 

  ・行政報告となる転倒事故案件（骨折）が５件発生した。事故報告書で検討した分析 

   を全職員に周知し、再発防止に努めていく必要性がある。 



 ３．次年度への課題 

・転倒事故５件発生した状況を踏まえ、事故に繋がる様なハード・ソフト面の環境を

画像や動画等で可視化する方法をとり、事業所内研修の一環として、職員の観察力

や洞察力を身に付ける必要性がある。 

  ・介護に対する知識・技術について、個の能力を底上げする為の事業所内研修や外部 

研修への参加を促し、認知症ケア及び中重度者ケア実践の体制整備と強化に努め、 

事業所の付加価値を高める必要がある。 



令和 4年度 プライエボーリ優花里事業報告（案） 

 

１．中期（令和 3年度～5年度）重点項目の達成状況 

 （1）サービスの質の向上 

   ・介護職員の介護福祉士の資格保有率 100％であった。安定してサービス提供体制 

    加算に対応することが出来た。 

   ・新型コロナウイルスへの対策を行いながら、面会室や通信機器を活用し、面会の 

    対応を行った。コロナ禍の中、入居者と家族、友人等のつながりを大切にすること 

が出来た。 

   ・電話連絡や面会時に入居者の状態をお伝えし、安心して優花里を利用して頂けるよ 

う努めた。 

 （2）人材獲得 

   ・職員紹介制度の周知は行えているが、入職に繋がったケースはなく、年間 2人の目 

    標を達成する事は出来なかった。 

   ・優花里の様子や情報をインスタグラムで発信する取り組みを行ったが発信回数が 

    少なく、効果について評価できない。 

 （3）入居率、稼働率の向上（営業力強化） 

   ・事業所独自のパンフレットを作成（顔写真付き）し、ベッドコントロールに関わる 

    職員の顔が見える様にした。また、優花里の強みである、医療ニーズや看取り支援 

    の対応を広報するよう努めた。法人内外へ積極的に声掛け、案内を行った。 

   ・年度の上期から中期までは待機者を確保できていたが、下期に入り、待機者の獲得 

    が難しく、また、長期入院者も重なり、入居、稼働率が低下する事となった。 

 （4）ICT・IOTの活用による業務効率化 

   ・見守りセンサーの導入により、入居者の状態観察や夜間の入眠状態を確認する事 

    が出来るようになった。入居者の状態に合わせてケアを検討する意識にも繋がっ 

ている。 

   ・ラインワークスの活用により、情報の発信、共有、管理を安全に正確に行えるよう 

    になっている。 

 （5）事業規模の縮小及び技能実習生受け入れに伴う対応 

   ・事業縮小に伴う、業務やケアの見直しを常に行い、職員体制の変化にも対応して運 

    営を行うことが出来た。 

   ・技能実習生の指導は、計画的に進めた。年度内で、早出勤務から遅出勤務を行える 

    ようになっている。目標の夜勤業務までは行えていないが、今後、夜勤業務が行え 

    るように指導を進める。 

 

 

 



2.総合評価 

（1）BCP（感染症や災害対策への対応力強化） 

  ・災害 BCP、感染 BCPの整備を行った。災害 BCPについては机上訓練やシミュレーショ 

   ンの機会を設ける事が少なく、備品の確認や災害時の対応について職員への周知が 

   徹底できていない。 

  ・感染対策については新型コロナウイルスの発生があり、対策を実践する中で BCPの整 

   備、見直しを行い、職員への周知も行うことが出来た。法人の定めるルールに合わせ 

   今後も、感染 BCPの見直し、周知を進め感染症の対策を行う。 

（2）事故発生防止、発生時の適切な対応推進、虐待防止等への対応強化 

  ・毎月、事業所内での安全管理委員会、虐待、身体拘束防止委員会を行っており、ヒヤ 

   リハットを基にケアや業務の見直しを行っている。また、スピーチロックや関わり方 

   の確認を行い、気づきにくく、見落としやすい心理的な不適切ケアがないかを重点的 

   に検証を行った。重大事故や虐待を防ぐ事ができている。 

（3）有給休暇について 

  ・各職員、計画的に有給休暇を取得することが出来た。平均 10日以上の有給休暇を取 

   得できている。 

（4）適正な労務管理 

  ・定時出勤、退社を促し、業務の見直しを進め、働く環境を整えた。時間外勤務の申請 

   があった場合は、他職員の協力や業務の引き継ぎを行う事で対応できないかを考え、 

   最小限の時間外勤務となるよう声をかけている。 

  ・定期的に面談や日常会話を行い、職員の心身の状態確認に努めた。 

（5）地域との連携及び貢献活動 

  ・感染症対策の為、地域行事への参加は控えさせていただいたが、地域の方へ優花里の 

   広報誌や運営推進会議の資料をお配りし、情報発信を行った。また、町内会長や民生 

   委員へは声をかけ、地域の方で介護の困り事を抱えているような方はいないかの確 

   認を行っている。  

 

3.次年度への課題 

  ・中期重点項目の目標、事業計画に沿って事業運営を進める。中でも、入居率、稼働率 

   の向上については、これまでの取り組みに加え、新しく取り組めることがないかを常 

   に考え、積極的に新しい取り組みを取り入れる。 

  ・制度や情勢などの変化や、法人、事業所内の体制や仕組みの変化にも対応できる様、 

   職員間での情報共有を大切にし、入居者や家族が安心して優花里を利用して頂ける 

ようにする。 



  

令和４年度 住宅型有料老人ホーム笠之原長寿園 事業報告（案） 

 

1. 中期重点項目の達成状況 

１）サービスの質の向上 

   ・年度初めに、ニーズ・満足度調査を踏まえたアンケートを実施。結果としては、現状満

足しているとの回答を全入居者の家族より頂いている。 

   ・事業所内研修や外部主催のオンライン研修等への積極的な参加が出来ず、職員個々のモ

チベーション・スキルアップに繋げることが出来なかった。 

   ・コロナ禍により、入居者の外出等に制限がある状況であったが、天気が良い日の散歩、

コスモス見学や花見等、出来る範囲の活動を行う事はできた。 

２）人材獲得 

 ・職員紹介制度による入職なし。 

 ・職員が働きやすい環境として、定時での出社・退社の徹底や有給休暇を取得しやすい労 

務管理、また、日頃から声を掛けやすい挨拶を心掛け、職員間の人間関係構築に努める 

事で、事業所内も良い雰囲気に整ってきている。 

３）入居率、稼働率の向上（営業力強化） 

   ・入居率 98％の予算は未達成。要因としては、長期入院や入院中の急変等である。また、

入居者の入院が重なる月もあった。今年度の退居理由の内訳として、特養入所４名、介

護付き有料入所１名、入院中ご逝去１名、事業所内看取り１名 

   ・退居から３日以内の入居は７件中３件（平均空床 6.14日） 

４）生産性の向上（ICT、IOTの活用による業務効率化） 

 ・８月より眠りスキャンを導入。入居者が居室で休まれている際の呼吸及び睡眠状態の把 

握ができ、日中・夜間の安心・安全なサービスの提供の体制が整い、職員の業務効率 

及び負担軽減に繋がっている。      

 ・導入した介護記録アプリの入力に職員も慣れ、ペーパーレス化や業務内容の改善が図れ 

ている。 

５）新型コロナウイルス等感染対策強化 

   ・毎月の感染対策委員会において、入居者・職員のメンタル面を含めた身体状況の確認、

国内及び県内の感染状況を基に水際の対策等が図れた。 

   ・日々の健康チェックや事業所内の消毒、体調不良者の早期発見や対応等、滞りなく行え 

た。７月～８月にかけて入居者の感染が判明したが、保健所への迅速な報告と的確な指

示により、感染を最小限に抑止することができた。 

 

2. 総合評価 

 ・BCP関連の研修参加、BCP作成、シミュレーションによる職員への周知等の体制を整 

備したことで、陽性者が確認された際の迅速な対応がとれた。 

 ・事業所内のシミュレーションを１回しか実施出来ず、ブラッシュアップのタイミングが 

遅れた。 

   ・毎月のミーティング内で現状の業務状況を確認し、無駄な業務の有無を職員と共有し省 

    くことで、業務の効率化が図れた。 

   ・有給休暇に関しては、年間５日取得は達成。しかし、希望に沿った有給取得はできてい

なかった。長期休暇の職員が出た際、勤務変更等やエリア内の他事業所の協力体制を仰

ぎ、入居者処遇に影響無く、業務を遂行することができた。 

   ・今年度もコロナ禍により、エリア内で実施している認知症カフェやサロン、小学校との

交流会は中止になる。 



 

3. 次年度への課題  

① 安定した稼働状況を継続することが課題である為、日々の入居者の心身状態の把握は勿

論、異常時の早期発見及び受診、退居判断のタイミング等を的確に行い、空床を作らな

い体制を整える必要がある。次年度も待機者獲得が厳しい状況下が予測されるが、法人

内の入所系事業所との入居申込者を確認し、空床が発生した事業所への待機者移行を踏

まえた連携強化を密にしていく。 

② 職員と密にコミュニケーションを図り、業務の簡素化や改善を実施することで、入居者

の余暇の活動及び生きがいの増加に努める。又、無駄な業務を省くことで、職員の定時

出社・定時退社を確実に実施する。事業所内のマンパワーの状況を把握しながら、職員

が変動無く、定期巡回サービスに協力できる体制を構築し、個の能力のレベルアップと

事業所の付加価値を高めていく。 



  

令和４年度  住宅型有料老人ホームげんき 事業報告（案） 

 

1. 中期重点項目の達成状況 

１）サービスの質の向上 

・高齢者介護（倫理・技術・栄養・医療）に必要な知識・技術を養うため、在宅勉強会、オ 

ンライン等の外部研修の年間研修計画を立案し、全職員が研修に参加することができた。 

・記録システムにて、入居者の体調管理の把握と、早めの体調変化に気づき入院件数・日数 

の減少、入退居の管理に努めることができた。 

２）人材獲得 

・恵仁会 Instagramや Facebookを利用し、介護に興味を抱いてもらうような事業所の企画 

がコロナ感染等の影響で実施できず、発信の頻度が少なかった。 

３）入居率、稼働率の向上（営業力強化） 

・目標に掲げていた入居率９５％以上、退居後新規入居３日以内、介護サービス利用実績 

９０％以上を年間達成することができた。 

・満床時においても、法人内外と連絡を取り合うことができたが、法人内入所事業所（４ 

有料、２グループホーム）と連携や、各事業所の待機者状況や空床の情報共有については、 

スムーズに実施できていなかった。 

４）生産性の向上（ICT、IOTの活用による業務効率化） 

  ・モニタリングや病院受診、ご家族へ状況説明を行う際に、記録システムのグラフや写真を 

活用し、文章は簡潔に記載するなど内容が充実し見やすくなるよう工夫することで記録業 

務による職員の負担を減らすことができた。 

５）新型コロナウイルス等感染対策強化 

・事業所内で新型コロナウイルス感染が発生した際も BCP に沿って事業所での業務が継続 

できるように行えた。 

 

2. 総合評価 

・入居者の体調不良等の入院・死亡があり、そのまま退居の運びとなるケースがあったが、

スムーズな入退居の動きをとることができ、稼働率維持に繋がった。気分不良等で通所

事業所を休まれた場合は、本人やケアマネジャー、関係事業所の相談員と連携を図り、

利用日の調整を行い、法人サービス利用率の維持に繋がった。 

・地域との交流や外出企画は実施できなかった。事業所内での行事・企画（避難訓練、レ

クリエーション、茶話会、音楽療法）は感染対策を行いながら実施した。 

・事業所内でコロナが発生した際は、感染対策に基づいて対応し業務継続を行なえた。コ

ロナ渦の中で、入居者や家族にご理解頂き、居室対応での食事やマスク着用、窓越し面

会やオンライン電話での対応等、状況にあわせた対応を行うことができた。 

 

3. 次年度への課題  

１）記録システムを導入し、１年が経過。他の資料の電子化を行いコスト削減に努める。 

モニタリングや病院受診、家族へ状況説明を行う際に、記録システムのグラフや写真を

活用。文章は簡潔に記載するなど内容が充実し見やすくなるよう工夫する。 

２）新規入居者及び待機者を確保する為に営業の取り組みとして恵仁会 Instagram や

Facebookを活用し、興味をもつような事業所の生活状況（できる限り、ご自宅と変わり

ない環境で生活していただける内容や、個々の趣味活動などが継続して行える内容）の

ＰＲを実施し待機者確保に努める。 

３）緊急時の対応や感染症、災害発生時を想定し、各種発生した場合に管理者が不在で



も、介護サービスが安定的、継続的に提供できる様、体制（勤務体制、業務内容）を構

築し、様々な状況に合わせ、シミュレーションを実施していく。 

４）入居者の事故を防ぐために、生体センサーや見守りセンサー等の機器を積極的に検

討・導入し、入居者・職員の負担軽減、安心安全な介護を提供し、かつ、自立支援を推

進する。 



令和４年度 住宅型有料老人ホーム 新川長寿園 事業報告（案） 

 

1. 令和 4 年度目標の達成状況 

① サービスの質の向上 

介護に必要な知識・技術を補うために内部研修等で職員が研修を受ける機会を設け

ることができた。 

介護技術や認知症状に対しての相談を管理者が受け、スタッフミーティングで意見

やケアの内容を確認し、情報共有を図り共通認識を確認することができた。 

② 人材獲得 

職員紹介制度への認識を職員へ伝えることや働きやすい職場、環境にするために職

員との意見交換を行い、業務改善につなげる事はできたが、新規採用職員へ繋げる

ことはできなかった。現職員と面談等を行い、勤務形態変更へ繋げることはできた。 

③ 入居率・稼働率の向上（営業力強化） 

入所系事業所間での情報共有については、待機者や申込者がいない状況が続き更

新することができない状況があった。営業については、活動を計画していたが、

内外部事業所への定期的な営業活動計画は達成できなかった。 

④ 生産性向上（ICT・IOT の活用による業務の効率化） 

記録システムを活用し、モニタリングやアセスメント作成において使用し、効率

化を図ることができた。緊急時の情報、家族への対応など、記録システムにより

データが一元化されたことで、必要に応じてケアマネや病院へ提供することもで

きている。 

⑤ 新川長寿園の重点事項 

コロナ禍ではあったが職員が進んで行事計画を行い、入居者とささやかではあるが

季節を感じていただく企画を実施することができた。定期的にミーテイングや入居

者の情報共有を行い、アクシデントが発生しないように努めることができ、ヒヤリ

ハット提出も職員へ周知し、情報共有や意見交換を行うことで職員自ら意識し業務

に取り組むことができた。 

 

2． 総合評価 

・BCP（感染対策や災害への対応力強化） 

発信される感染症対策やマニュアルを職員へ周知し、感染症対策は継続して行うこ 

とができた。 

・感染症対策時はマニュアルを基に関係機関等と連携し行う事ができ、発生状況等

の情報取集を行い対応する事ができた。発生を予測しての机上訓練を定期的に行

うことができなかった。 

・事故発生防止、発生時の適切な対応推進、虐待防止等への対応強化 

業務上の安全管理に努め、随時確認を行い、事故発生時の対応方法や連絡方法を

職員間で再確認し、ミーテイングや日々の業務の中で、対応策や防止策を共有す

ることができた。 

・適正な労務管理 

業務内容の棚卸を行い、職員との意見交換を行い、生産性の向上を図る事で定時

退社が行えた。定期的に職員との面談を行い、体調面や働き方への不安等の聞き

取りを行い、勤務形態の変更や業務改善に繋げる事が出来た。 



・地域との連携及び貢献活動 

新型コロナウイルス感染防止のため地域活動は自粛した。時折、地域の方が見学 

に来られる時もあったが感染防止の説明を行い、施設外で施設の説明等を行った。 

⚫ 介護保険のサービス内容については、コロナ感染もあり法人内介護サービス利用

率が 90％を下回る月があった。 

⚫ 面会中止が続いており、家族へ定期的に新聞や担当職員より状況を手紙にして発

信することができ、定期的に電話での報告を行った。 

⚫ 外出自粛もあり、施設内での企画を中心に誕生会や行事開催等、ささやかではあ

ったが実施することができた。 

 

 

３．次年度への課題 

⚫ 自宅で生活しているイメージで支援を行い、内外部事業所や医療機関の相談窓口、

居宅介護支援事業所等に新川長寿園の良さを知っていただけるような営業活動を

行い、相談や入居申込みを受け待機者の確保に努める。 

⚫ 住宅型有料老人ホームにおいて、今後入所される方々の重度化が見込まれるなか、

職員の介護技術の向上やケアの質の向上を目指し、全職員で協議して業務の効率

化を図る必要がある。 

⚫ 法人内に定期巡回サービスがあることは強みであり、在宅で介護をされている家

族にとって重要なサービス事業であると考える。新川長寿園職員が、定期巡回勤

務の職員として活動できるよう、職員の配置や勤務状況の適正化を図る。 

⚫ BCP 義務化に向けて指針の整備、研修及び訓練（シミュレーション）の実施、感

染症や災害への対応力強化に努める。 

⚫ 物価高騰に伴い、生活用品や事務用品、食材料等の洗い出しを行い、購入品・購

入頻度等の見直しにより、燃料費を含む様々なコスト削減を職員に周知し更なる

削減に努める。 

⚫ 次期介護報酬改定に向けて入居者が利用するサービス事業所の加算要綱を把握し、

職員に周知する。動向を確認し法人内のサービス事業所が加算を取得できるよう

協力体制の整備に努める。 



令和 4 年度 養護老人ホーム寿光園事業報告（案） 

 

１．目標達成状況 

①措置費収入実績 

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 

11,538,711 11,418,743 11,336,197 11,554,762 11,379,896 10,862,654 

１０月 １１月 １２月 １ 月 ２ 月 ３ 月 

11,325,539 11,548,498 11,780,576 11,440,849 11,551,356 12,705,819 

 

総   計 138,443,600 

②法人内介護サービス利用実績 

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 

6,347,370 6,217,730 6,300,270 6,469,250 4,155,004 5,922,440 

１０月 １１月 １２月 １ 月 ２ 月 ３ 月 

  6,897,320 6,276,650 7,106,540 6,989,920 6,468,380 6,687,890 

 

総   計 75,838,764 

  ・措置費収入：予算達成 

 ・法人内介護サービス利用：予算達成 

 

２．総合評価 

〇利用者の確保 

・8 月のコロナ発生に伴い、9 月の入所に影響が出たが、それ以外は入所対象者の早期の 

検討･調査を実施し、コロナ感染の安全性を確認し、早期の入所調整ができた。 

・令和 4年度は、垂水市、霧島市より新たな入所があった。その他の市町村の行政担当課 

の職員とも連携を密に取り、待機者確保に努めることができた。 

〇入所者個々に合った介護サービス利用の促進 

・寿光園での生活が継続できるよう、介護サービス利用を促進し、介護予防･健康維持に 

つなげることができた。 

 ・法人内の介護サービス利用についても、大幅に予算達成することができた。 

〇定期巡回の事業規模拡大 

 ・寿光園入所者の要介護認定者のアセスメントを行い、定期巡回サービス及び通所介護 

サービス利用のニーズを把握し、ご家族･事業所へ照会し、利用へつなげることができ 

た。 

・令和 4年度の定期巡回の利用者は、月平均 20名、年間貢献額：32,000,000円を超える 

実績となっている。 

  



〇地域との連携 

  ・町内会、高齢者クラブ、笠野原小学校、地域サロン等例年行っている活動や行事は全 

て中止とし、コロナの感染防止に専念した。 

 〇働き方改革 

  ・全ての職員が年間 5 日間以上の有給休暇を取得することができた。また、緊急止む 

を得ない場合以外は超過勤務が発生しないよう、定時出社・定時退社に努めた。 

 

３．次年度への課題 

・物価高騰対策として、令和 4 年度は施設照明の LED 化を実施。引き続き水光熱費の経費 

削減に努める必要がある。 

・自施設調理の見直しを行い、配食サービスの利用に向けた連絡調整を実施し、令和 5 年度 

中の配食サービス利用を目指す。 

・日々の健康管理をしっかり行い、入院による生活費の収入減を防ぐ必要がある。 

・法人内介護サービスの利用については、過去最高の 7 千万円を超えることができた。 

次年度も、入所者･ご家族の希望及びニーズに沿った利用に努め、最低でも現状維持か前 

年度を上回る実績を残したい。 

・コロナの状況をみながら、対面での面会の開始、外出等の計画、地域との活動等を少しず 

つ実施していけたらと考える。 



令和４年度 相談支援事業所 長寿園あかり 事業報告（案） 

 

１，中期（令和３年度～５年度）重点項目の達成状況 

① サービスの質の向上 

新規相談については、公的機関、幼稚園や保育園、学校、医療機関、担当ケースの

保護者からの紹介など、当事業所を選んで依頼されるケースがほとんどとなってい

る状況がある。今後も、質の確保を徹底し、選ばれる事業所であり続けたい。 

② 人材獲得 

法人内、外部も含め、啓発を継続したが、獲得には至らなかった。 

登録件数は、日々増え続けている現状があり、今後も、人材獲得については、最優

先課題と考える。 

③ 稼働率の向上（営業力強化） 

各相談支援専門員の登録件数は、目標の１２０件前後をキープすることができた。

児童発達支援や、居宅介護の新規受け入れについては、各事業所管理者と日々連携

を図りながら対応することができ、稼働につなげることができている。 

④ ＩＣＴ，ＩＯＴの活用による業務効率化 

在宅ワークを有効活用できており、カンファレンスなど、オンラインの有効活用も

日々の業務の中で恒常化できている。 

 

２，総合評価 

 感染症対策については、徹底できており、今後も継続していくこととする。 

働き方改革では、有給も取得できており、労務管理においても、時間外や休日出勤なく、

業務時間内で業務を完了することができた。週に１回の特定事業所会議に加え、毎朝の

ミーティングを行い、相談支援専門員のメンタルヘルス安定を図ることができた。 

 地域との連携においては、前述のとおり、紹介していただけるほど、関係性の構築が

図れており、今後も「つながり」を大切にしていきたいと考える。 

 

３，次年度への課題 

 新しい職員が配属となっておりケアマネジメント等、基礎的な部分に事例を通して

経験を積んでいけるよう育成を図る。相談支援専門員一人当たり 100件を超え、また対

象年齢が小児から高齢者まで幅広いため、自己研鑽も怠ることなく、質の高いサービス

提供ができるよう、外部研修等の研鑽できる場面を確保する。 

相談支援業務においては、利用者、保護者との関係性の構築はもちろんであるが、関

係機関との連携も重要な要素であることから、「つながり」を大切にできたらと考える。 



令和 4年度 児童発達支援事業所あかり 事業報告（案） 

 

１．中期重点項目の達成状況 

（１）サービスの質の向上 

  ・保護者を対象にした研修会・勉強会を実施した。 

・オンラインでの動画視聴による活動の様子を見られることを保護者には適宜情報提

供を行った。 

・広報誌や SNS等による支援内容の発信を定期的に行ってきた。 

・活動への取り組みの様子などを動画や写真に収め、振り返り時に活用することで活

動の具体的な内容がより理解してもらえるように工夫した。 

・新しいプログラムなども提供できたが、下半期は、保育士の体調不良による職務変

更や退職などもあり、日々のプログラムをこなすことで精一杯の日々となった。 

・職員自らが学びたい研修などを調べて発信まではできなかったが、研修参加し、研

鑽することができた。書籍などは管理者から発信し、回覧などをして知識の獲得及

び向上に努めることができた。 

・職員による研修実施は利用児増に伴い時間の抽出が難しく不十分であった。 

・強度行動障害支援者養成研修基礎研修には参加し学ぶことができた。今後も順に学

び支援に生かしていく。 

（２）人財獲得・人財育成 

・現場職員の体調不良等により職務変更などフォローしあうことができた。退職者は

２名となったが、内１人は体調不良によるもので、職場復帰の意向がある。 

（３）利用率、稼働率の向上（営業力強化） 

・令和 4年度予算目標は、予算・件数共に達成できた。年間延べ数 3,265人（目標

+99人）、日平均 10.6人稼働率 106％（目標+0.3人）という結果であった。 

・7月に職員の新型コロナ陽性者発生を受け 1.5日休業としたが、昨年度の実績を上

回る結果となった。1日登録者数を増やしたことによる稼働率の向上や、新規の相

談から獲得までスムーズに行うことできたことが要因として考えられる。 

・毎月、肝属圏域の相談支援事業所や各保健センターなどの関係機関へ、あかり便り

の送付や、適宜持参をした。また SNS等を活用し、活動内容を紹介することで利用

児保護者だけではなく、利用を検討する保護者の方の目にも触れる機会ができた。

新たなパンフレットや活動内容が分かる冊子も作成し、各関係機関に配布をした。 

・令和４年度下半期より、これまで利用いただいたことのない相談支援事業所からの

紹介もいただくようになった。 

（４）生産性の向上 

・活動準備などは、クラウドストレージを活用することで、過去の活動プログラムの

共有ができており、準備などもスムーズになった。 

・上半期は現場職員にも在宅ワークをうまく取り入れることで業務の効率化を図るこ



とができたが、下半期特に１１月以降は現場職員の不足により、在宅ワークの時間

を確保することが難しかった。 

（５）子どもも大人も青空カフェ 

・10/30（日）に実施できた。笠之原エリア内の事業所職員にも協力をいただき、利

用児及び家族約６０名が参加し、楽しんでもらう事ができた。様々なワークショッ

プなどを通し親子やお友だち同士との交流を図ることができた。また、鹿屋市ボラ

ンティアセンターを通じて読み聞かせのボランティアにもご協力いただけた。 

   令和５年度以降もエリア内事業所に協力いただきながらエリア行事として継続実施

していく。 

 

２．総合評価 

・７月に職員のコロナ陽性発生があったが、利用児等への感染拡大はなかった。徹底し

た換気と消毒、少人数制によるサービス提供が功を奏していると考えている。今後も

引き続き継続していく。 

・災害発生時の訓練を２回実施できた。 

・業務のスリム化及び必要と考える業務を追加するなど、業務の見直しを行うことがで

きた。 

・現場職員の減少があったが、チームワークにより標準化が図れた。 

・年度末、職員が少ないことも重なり過大業務となることがあった。年度初めにできる

ことは年度初めに持ち越すなど、業務量の工夫をしていく。 

・敷地内サポートワーカーと協力し、青空カフェを実施することができた。家族からも

好評であった。 

 

３.次年度への課題 

 ・「あかり」に関係してきた人に声をかけていきながら人材獲得を行い、職員不足の解 

  消につなげる。また、児童発達支援管理責任者など、取得対象者が毎年度１名は研修 

に参加することで、安定的な人材の確保に努める。 

 ・職員による研修実施は、ミーティングの際に少しずつ実施していく。 

 ・青空カフェの複数回の開催 

 ・施設に隣接した芝生広場への日よけネットの設置 

 ・交流センター内の療育活動スペースの機能設置 

・療育活動業務以外でできる業務は、事務職員等に手伝ってもらうなどの工夫をし、年 

度末の利用者数増を乗り切る。 



令和４年度 高齢者等訪問給食サービスセンター事業報告（案） 

 

１. 令和４年度目標達成状況 

①安全運転について 安全運転委員会メンバーを中心とした安全運転啓発活動、横断

歩道歩行者優先の徹底、危険予知トレーニング等行い交通安全意識を高めた。交通

法規の遵守と安全運転に努め大きな事故はなかった。 

②集団食中毒、感染症、異物混入防止について 大量調理マニュアルに則り衛生管理・

温度管理に努めた。異物混入についても職員が意識を持ち食材の二重チェックや調

理場入室前の衣服に付着した異物除去に取り組み異物混入を防いだ。 

③利用者満足度向上への取り組み 毎年楽しみにして頂いている行事食については滞

りなく提供し喜びと感謝の手紙を頂いた。食材によっては調理工程の見直しにより

簡略化され尚且つ美味しくなったとの声があった。 

 

２．総合評価 

・食数は予測を下回ったが委託金の中で運営することができた。 

・利用者の安否確認を行う中で法人内事業所やケアマネジャーと利用者の状況共有し

訪問対応して頂くケースが多くあった。こうした連携が心強く利用者の安否確認、

見守りを密に行うことができた。 

・労災ゼロを目指し始業前体操等取り組み今年度労災はなかった。 

 

３．次年度への課題 

・引き続き経費削減に努め委託費内での運営を行い、未収金ゼロに努める。 

・交通法規の遵守、安全運転、無事故無違反に努める。 

・食の安心（食中毒予防・衛生管理・アレルギー食や治療食・異物混入防止）を守る。

旬の食材を使ったメニュー、調理方法も改良を重ね、より満足頂ける弁当作りに取

り組む。 

・安否確認の徹底。安心して生活して頂けるよう家族・ケアマネジャー・利用中の事

業所との連携を図る。 

・職員が長く働くことの出来る職場つくりのため引き続き労災ゼロに努める 

また、介護や育児等家庭状況に合わせ、互いに協力しながら休暇取得の調整を行う。 

職員の状況（体調、体力、家庭状況）に応じて希望を聞き取り、勤務形態や職種変

更検討等行うことで働きやすく、働き続けることのできる職場作りに努める。 

 

 

 

 

 



令和 4年度 ウィズ下祓川・桜ヶ丘市営住宅 事業報告（案） 

 

 

 

1. 令和 4年度目標の達成状況 

新型コロナウイルスの感染症流行が収まらず、交流会等の開催は促せなかった。 

日々の生活の中で、住民との交流や閉じこもりになっていないかなどの状況を把握し 

必要な支援につなげた。感染症予防(手洗い・うがい・マスク着用・換気)を徹底する 

ことで予防に努めた。 

  入居者にコロナ感染された方がいなかったことが幸いであった。   

 

 

 

2.総合評価 

  新型コロナ流行に伴い、集団での活動自粛に伴いサロンやこれまでのコミュニティー

の存続が危ういと感じた。また、生活されている高齢者の行動制限により閉じこもり

なども懸念された。事業を継続する中でできるだけ顔と顔を合わせて、健康状況の把

握に努め、流行時には電話口にてできる限り明るいお声かけに取り組むことができた。 

   

 

 

 

3、次年度への課題 

入居者との過度な依存関係とならないように、生活相談援護技術について学ぶ。 

住宅情報監視盤(通報システム)の老朽化により、突発的な誤作動が発生し対応に追わ

れたが、年度末にすべて交換とまでは行かなかったが、新たな監視盤を設置している。

残りの交換が課題となる。 

 



令和４年度 池田保育園事業報告（案） 

 

１．令和４年度目標達成状況 

① 重大事故の防止 

午睡時の呼吸・表情チェック体制について、バイブレーター機能付きのタイマーを

使い、0歳児は５分、１～２歳児は１０分間隔で確実に午睡チェックを行った。 

各部屋に専属職員を配置し SIDS および窒息防止に努めることが出来た。天候によ

っては保育室が暗くなることもあるため、小まめに照度計で明るさの調節を行い園

児のうつぶせ寝の注意も保育者同士が声を掛け合うことで園児の安全を守ること

が出来た。 

プール・水遊びでは、主担当・副担当・監視役が 3人揃った配置の中で行う。特に

監視役は、子ども達から少し離れた場所から監視のみを行い全体の安全を見守った。 

年二回の不審者訓練では、警察官立ち合いの中で保育園に不審者が侵入するという

設定で行ったが、緊張感のある不審者訓練となった。警察官の指示のもと、防犯ブ

ザーを各場所に置くことが必要なことが分かり、すぐに６個配置した。 

② 感染対策の徹底 

感染症対策としては、1 日２回の全体消毒と園児が使用したテーブルや椅子、玩具

を確実に消毒しながらも、定期的な換気を行うことで感染拡大を防いだ。 

4 月より、保育 ICT を完全導入したが、今まで口頭や連絡ノートで行っていた園児

の様子などが、電子化したことでスムーズになり、働く保護者への負担を軽減する

ことが出来た。体調不良が見られるなどがあった際には、保育 ICTを活用し保護者

に早めの対応をすることが出来た。 

③ 食育・アレルギー対応 

季節の食材を知り、楽しめるように食材を見たり触れたりすることで食べることの

楽しさを教えることが出来た。 

今年度はアレルギーのある園児はいなかったが、離乳食児が多かった。離乳食で初

めて食べる食材は自宅で必ず食べてきてもらい、保育園でも食べることのできる食

材を増やすことが出来た。 

献立配信システム会社の管理栄養士と密に連携をとり、離乳食の食材の固さや大き

さを考えることで離乳食から幼児食へと移行することが出来た。 

④ 人材育成 

職員個々の職責に合わせた外部研修を行う 

施設長⇒企業主導型保育施設長研修(11月～12月) 

主任保育士⇒乳児保育研修(11月～12月) 

常勤保育士⇒企業主導型保育安全研修(10月～11月) 

保育士以外の職員⇒子育て支援員研修(10月～12月) 



９月より毎月第三土曜日を 15時降園にし、職員向けの園内研修を行った。 

９月⇒池田病院院長・池田大輔先生による新型コロナの感染対策研修 

社会福祉法人恵仁会・高津愛史事務課長による恵仁会の行う他事業所の概

要講話 

    10 月⇒相談支援事業所 長寿園あかり 池田奈津美管理者による子どもの発達に

関する支援についての研修 

11 月⇒全職員が虐待防止について、人権擁護のセルフチェックリストを記入し、

園児の人権について学ぶ 

⑤ 園児の確保 

定員１２名に対し、園児９名からスタートした。兄弟組の弟が４月から等間隔で３

名入園し８月には定員１２名を満たしていた。今年度は途中退園がほとんどなかっ

たが、８月に 1歳児が退園し 0歳児が入園するという入れ替えを行うことで、0歳

児が５名になり、少ない定員ながらも高い収益を上げることが出来た。 

 

２．総合評価 

0歳児の入園児が 4名中、3名が在園児の兄弟ということもあり、入園後も保育園に慣

れることが早かった。途中退園児と入れ替わりに 0 歳児の新規入園を受け入れること

で１２名定員を常時満たすことが出来た。等間隔での入園ということもあり、在園児や

新入園児への負担も少なく落ち着いた中で受け入れることが出来た。 

今年度も新型コロナウイルスの影響もあったが、保護者に協力を頂き登園自粛要請と

保育時間の短縮を行い開園することで、休園することなく運営することが出来た。 

今年度は開園 3周年ということもあり、5月に少し大きなイベントを開催しました。幸

い新型コロナウイルスの感染者数が少ない時期だったため、卒園児や恵仁会職員に呼

びかけることで今後の園児確保への足掛かりとすることが出来た。 

 

３．次年度の課題と取り組み 

兄弟組の 3組が３月末で退園する可能性が高い。新規入園児を確保することためには、

外部からの見学はもちろん、保護者とも密に関わり、身近に入園希望者がいないかなど

の調査をしながら園児確保に繋げていきたい。新型コロナの状況にもよるが、年３回の

主要行事は 5月・１２月・３月を計画し、保護者参加で行う予定でいる。子ども達が通

っている保育園をより知ってもらい今後の事業継続へと繋げていきたい。 

恵仁会専用枠 2名の確保はできているが、1名は 2歳児で 3歳になると幼稚園や認可保

育園に入園する可能性も考えられる。恵仁会職員 2名の利用は必須であることから、恵

仁会職員へ保育園の情報提供を継続的に行い、保育園を知り、興味を持ってもらえるよ

う努力したい。 


